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１． はじめに  

小諸市は、昭和２９年４月１日に小諸町と三岡村、南大井村が合併して市制を発

足し、昭和３２年４月１日に北佐久郡御代田町の一部を編入、昭和３４年４月１日

に小県郡東部町の一部を編入して現在の小諸市の姿になっています。 

本市の議員定数は、地方自治法第 91 条に基づき「小諸市議会議員の定数に関する

条例」によって小諸市制発足当時の３０人から議員定数の削減を行い、現在は１９

人と定めています。 

市政発足から現在までの間、地方分権改革や地域主権改革が推進され、地方自治

体を取り巻く環境が大きく変化する中、全国の各議会では議会改革や議会活性化の

取り組むとともに、議員定数、議員報酬等を議論する動きも活発化しています。 

そのような状況の中、平成２３年に地方自治法の一部が改正されたことにより、 

これまで人口区分に応じて定められていた議員定数の上限が撤廃され、各自治体が

条例で定める仕組みへと変わり、議員定数は地方議会が自らの裁量と判断によって

決定することとなっています。 

また、平成２１年３月３０日に総務省に「地方議会議員年金制度検討会」が設置さ

れて検討がおこなわれ、平成２３年６月１日に地方議会議員年金制度が廃止となり、

６０才以下の地方議会議員は国民年金等に個人的に加入する状況となっています。 

本市議会では、分権時代にふさわしい議会を目指すため、議会改革・議会の活性化

を進める中で、現行の議会制度等をあらゆる角度から検証することも含め、平成２

８年１２月議会において、議会運営及び議員活動に関する最高規範として「小諸市

議会基本条例」を制定しています。 

一方、平成３１年１月に実施された市議会議員選挙では、市制発足以来初めて無

投票という結果でした。そのことを踏まえ「議会と語る会」のテーマを「市議選の無

投票を市民と考える」として多くの市民の皆様と意見交換を行う中で「議員定数」や

「議員報酬」について様々な意見交換が行われました。こうした活動もあり、令和５

年１月の選挙では女性や幅広い年代の立候補者が相次ぎ議員定数より立候補者が上

回りました。 

議会では、小諸市議会基本条例第２５条の規定により議会運営が行われているか

検証し、その結果に基づいて必要があるときは見直しを行うものとする規定に基づ

き次期選挙の１年前（令和７年１２月）までに議員定数及び議員報酬等について調

査検討する目的のため「小諸市議会議員定数及び報酬等検討委員会」において調査

検討を進めてきました。 
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２．委員会への付託事件  

議員定数・議員報酬等に関する調査検討 

○小諸市議会議員の定数に関する条例 

平成２５年１２月２０日 

条例第４０号 

地方自治法(昭和 22年法律第 67 号)第 91 条第 1項の規定により、小諸市議会議員の定数を

19 人とする。 

 

○小諸市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例 

平成１０年１０月１日 

条例第２９号 

(議員報酬) 

第 1 条 議会の議長、副議長及び議員の議員報酬は次のとおりとする。 

議 長 月額 418,000 円 ⇒ 月額 427,000 円 に変更 

副議長 月額 347,000 円 ⇒ 月額 354,000 円 に変更 

議 員 月額 326,000 円  ⇒  月額 333,000 円 に変更 

 
３．委員会構成と進め方 
委員は８人とし、付託事件である議員定数、議員報酬等に関する調査検討を進め

るに当たり、委員会運営の基本的な考え方や進め方として、①日程表の作成、②基

礎資料等の調査・収集、③調査資料等の比較・分析、④各委員の意見発表（協議・

検討）、⑤意見集約、⑥委員会としての中間報告書の作成・報告を全議員に示すと

ともに、令和７年２月までに最終報告を取りまとめることとしました。  

 
４．議員定数・議員報酬の決定要因となる基礎資料の収集 
 調査検討に当たっての基礎資料等の収集については次のとおりです。  

（１） 議員定数、議員報酬等に関する調査 
① 全国の人口３９,０００人～４４,０００人の３５市との比較検討 資料NO１ 

② 長野県の１９市との比較検討 資料NO２  

上記①、②の比較において、県内１９市の比較では自治体規模の違いが大きい

ことから、全国の人口３９,０００人～４４,０００人の小諸市を含む３５市を

対象として比較検討しました。 

③ 市長、議員の活動量比較と公務員、民間企業との勤務日数及び給料の比較 

資料NO1のとおり、議員定数では、類似団体３５市の平均が１７.９人であり、

小諸市より１．１人少ない状況でした。 

類似団体の平均報酬は、３４９,２５３円であり、小諸市より１６,２５３円高

い状況でした。 
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（２）人口の推移、市税の推移、議員定数及び市長・議員報酬の推移 

平成１４年を起点として、人口・市税・議員定数の推移の一覧 

項目 

年度 

人 口 

（人） 

市 税 

（億円） 

議員定数 

（人） 

議員報酬 

（円） 

市長報酬 

（円） 
参考事項 

昭和 30年   ３０    

昭和 58 年   ２８    

平成 3 年   ２６ 326,000   

平成 10 年   ２６  333,000  議員報酬改正 

平成 11年   ２４  333,000  定数改正 

平成 14 年 45,007 52.5 ２４  333,000   

平成 15 年 44,918 49.6 ２４  333,000   

平成 16 年 44,816 49.6 ２４  333,000 759,000  

平成 17 年 44,593 49.6 ２４  333,000 759,000  

平成 18 年 44,523 50.2 ２４  333,000 759,000  

平成 19 年 44,306 56.9 ２１  333,000 759,000 定数改正 

平成 20 年 44,268 56.9 ２１ 333,000 893,000 市長報酬改正 

平成 21 年 43,948 52.1 ２１ 333,000 893,000  

平成 22 年 43,755 50.1 ２１ 333,000 893,000  

平成 23 年 43,602 51.5 ２１ 333,000 893,000 年金廃止 

平成 24 年 44,046 49.9 ２１ 333,000 893,000  

平成 25 年 43,717 49.7 ２１ 333,000 893,000  

平成 26 年 43,559 50.7 ２１ 333,000 893,000  

平成 27 年 43,350 52.5 １９ 333,000 893,000 定数改正 

平成 28 年 43,121 52.6 １９ 333,000 893,000  

平成 29 年 42,714 51.3 １９ 333,000 893,000  

平成 30 年 42,594 51.3 １９ 333,000 893,000  

令和 1 年 42,364 52.2 １９ 333,000 893,000  

令和 ２年 41,954 54.8 １９ 333,000 893,000  

令和 ３年 41,839 54.1 １９ 333,000 893,000  

令和 ４年 41,649 55.3 １９ 333,000 893,000  

令和５年 41,562 57.4 １９ 333,000 893,000  
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（３）議員報酬に関連しての活動量調査の比較 

① 議員の活動量（日数）と報酬  ② 理事者の活動量（日数）と報酬 

③ 市職員の勤務日（日数）と給料  ④ 民間企業の勤務日（日数）と給料 

※ 議員の活動量に、ボランティア活動は入っていません。 

  項目 

 

職別 

月活動量 

(日) 

報酬・給料 

(千円/月） 

期末手当 

寒冷地手当 

通勤手当 

費用弁償 

扶養手当 

住居手当 

時間外手当 

退職金 

年 金 

健康保険 

補助 50％ 

議 員 １１.７８ ３３３ △ 〇 × × × 

市 長 ２５.４ ８９３ 〇 〇 × 〇 〇 

市職員 ２０ 

４０才代 

３９８ 
〇 〇 〇 〇 〇 

５０才代 

４５６ 
〇 〇 〇 〇 〇 

民間企

業 
２０ 

４０才代 

４５６ 
〇 〇 〇 〇 〇 

５０才代 

５６６ 
〇 〇 〇 〇 〇 

※給料については、長野県人事委員会の給料資料を参考としました。 

 

活動量の実態から議員報酬を考える 

 

市長と議員の活動時間を３カ月間調査した合計時間を市役所職員の 

勤務時間である 1 日を７時間４５分で除した結果は、 

    市長の月平均日数＝７６.２４÷３ケ月＝２５．４１日 

    議員の月平均日数＝３５.３４÷３ケ月＝１１．７８日 

考 察 

1. 活動日数では、市長は議員の２．１７倍であった。 

2. 月額報酬では、市長は議員の２．６８倍であった。 

（退職金・社会保障費は考慮しない数値） 

※市長の職務遂行日数は年間３０５日：モデル値として設定 
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(４) 講習会や図書等に掲載された識者の議員定数・議員報酬等に対する意見 

①三浦 正士氏（長野県立大学助教授）                                 

令和２年１月２２日「第１５回長野県地方自治政策課題研修会」 

・議員のなり手不足の要因として考えられることとして、「魅力の減退」・「条件の

悪さ（報酬の低さ・定数減による当選ラインの上昇等）」そして「地域力の減退」

として立候補予備軍の衰退（高齢化や農業・自営業の衰退）が上げられる。 

 ・なり手不足の解消として「住民と歩む議会」・「住民福祉の向上に貢献する議 

会」を目指すため「議員報酬の増額」・「議会事務局の充実」が必要である。 

②中邨
なかむら

 章氏（明治大学政治経済学部教授）「地方議会人」2011 年２月号より   

抜粋 

 ・地方行政職員の業務の幅広さと活動量を念頭に置くと、議員の数もそれに対応

するだけの大きさの維持が必要である。 

 ・議会が行政監視を重要な機能とするのであれば、議員定数削減には慎重になる

べきである。  

・上記とは異なり、立法府としての役割を重要な機能とするのであれば、議員の

数は少数とし、経費を少数の議員に集中すべきである。 

③林 紀行氏（日本大学法学部公共政策学科教授） 

令和６年３月２６日 議員定数・議員報酬についての研修講師を依頼 

・適切な議員定数と議員報酬に対する「正解」はない。 

議員定数と議員報酬の「根拠」とは何か？ 

人口・面積・選挙・財政規模・地区数・活動日数 ⇨ 働く議会であれば市民は認

める。⇨ 「住民が受ける議会の情報」と現実の議会の活動 

          ①住民は、議員年金や退職金があると思っている。 

           ②議員報酬と手取り額（概算）を分からない。 

 

 林教授の手取りの考え…議員報酬：３３３,０００円 

    所 得 税 ▲  ６,７５０円  住 民 税 ▲ １４,３００円 

  国民年金 ▲ １６,５００円    国民健康保険▲ ２,７０００円 

  介護保険 ▲  ９,６００円   手取り額：２５８,８５０円 
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       研修会で５０才代T議員の実情報告 

     所 得 税 ▲  ７,７５１円  住 民 税 ▲ ２１,８５８円 

     国民年金 ▲ １６,９２０円    国民健康保険▲３７,６４２円 

     介護保険 ▲ 国保に含む   手取り額：２４８,８２９円 

 

・議員報酬は、議員の一定の役務に対する対価として与えられる反対給付（一方の給

付に対して対価の意味をもつ他方の給付）である。現実は、「生活給」的扱いがされ

てきて、「給与的」に支払われてきた。 

・小諸市議会基本条例第２０条（議員定数）第２１条（議員報酬）の規定により 

① 議会機能  ②市の政策課題  ③将来都市像  ④人口動態  ⑤財政力 

⑥類似団体との比較  ⑦市民の意見 … を考慮して決定すべきである。 

④ 野村 稔氏（元全国都道府県議会議長会調査議事部長）「地方議会の底力」等よ

り抜粋  

・議員定数を減らせば経費の節減になるが、執行機関に対する監視力が低下したら、

議会としての役割を十分果たすことができず、結果として住民にプラスにならない。 

・地方分権が推進、実現されると地方団体の行財政能力が充実強化される。執行 

機関の権限が強化されるので、チェックする議決機関（議会）も強化しなければ均衡

がとれなくなる。 

⑤ 廣瀬 克哉氏（法政大学法学部教授）「議員力メールマガジン第 12号」より抜粋 

・議員定数削減は、住民を代表して自治体をコントロールする代表者を減らしてし

まうのだから、政治家が身を切る改革なのではなく、住民の手足をもぐ改革にほか

ならない。 

・議員定数削減は、本来であれば住民にとっての不利益な決定なのだということ を

伝える努力と、「皆さんに必要とされる手足となります」という改革意欲を示すこと

は代表機関として重要である。 
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５．委員会等の開催状況（中間報告まで） 

回次 開催年月日 審 議 内 容 

１ 令和 5 年 12 月 19 日(火) ・正副委員長の互選 

2 令和 6 年 1 月 10 日(水) 
・今後の進め方について協議 

 スケジュール案、班体制（定数班・報酬班・ﾃﾞｰﾀ班）を決定 

3 令和 6 年 1 月 17 日(水) 
・検討委員会の資料作成について（資料作成様式を決定） 

・識者による研修について協議 

4 令和 6 年 1 月 29 日(月) 

・定数班・報酬班の資料の内容について協議 

 調査範囲、照会を行う市議会の決定  調査項目について 

・議員の活動量の実態調査について 

 調査期日、回答期日の協議 

 調査方法の統一（会場準備、通勤時間、懇親会を含めるか等） 

 議員活動の分類表について 

全協 令和 6 年 2 月 2 日(金) 
・全議員へ経過報告  

・活動量の実態調査 2 月分の提出を依頼 

5 令和 6 年 3 月 19 日(月) 

・各班からの経過報告 

・市民向けアンケートについて 

・識者による研修について協議 

6 令和 6 年 3 月 15 日(金) 

・類似団体等比較 調査資料等の比較・分析 

 各委員の意見集約について 

・現在の議員定数・議員報酬に対して一覧表項目の項目について 

・識者による研修について（確定） 

全協 令和 6 年 ３月 19 日(金) ・全議員へ経過報告 ・活動量の実態調査 3 月分の提出依頼 

研修 令和 6 年 3 月 26 日(火) 
・日本大学法学部公共政策学科 林 紀行教授による議員の定数及び

報酬の検討にともなう研修会 

７ 令和 6 年 4 月 9 日(火) 

・各委員の意見提出に基づく意見交換 

・活動量の実態調査 4 月分の提出を依頼 

・諏訪市行政視察について 

視察 令和 6 年 4 月 17 日(水) 
・諏訪市行政視察 

 議員定数が15人に変更となった経緯と変更後の状況について 

８ 令和 6 年 5 月 8 日(水) 

・議員の活動量 2 月から 4 月分の調査結果報告について 

・各会派の定数・報酬について意見交換 

・佐久市行政視察について 

視察 令和 6 年 5 月 13 日(月) 
・佐久市行政視察 

 議員報酬を増額した根拠及び議員定数を減とした理由など 

９・

10 
令和 6 年 6 月 7・19 日 

・定数、報酬について各委員・会派の考え方を再度報告 

・市民アンケートについて 

11 令和 6 年 6 月 27 日(木) 

・定数、報酬について各委員 ・会派の考え方を再度報告 

・常任委員会構成について協議 ・正副議長の報酬について協議 

・市民アンケートについて  ・識者による研修について 

12 令和 6 年 7 月 8 日(月) 
・議員報酬及び議会費等必要経費に基づく資料を参考に報酬に

ついて各委員・会派の考え方を再度検討 

13 令和 6 年 7 月 18 日(木) 

・議員報酬及び議会費等必要経費に基づく資料を参考に報酬に

ついて各委員・会派の考え方を再度報告 

・市民アンケートについて  ・中間報告について 

14 令和 6 年 8 月 1 日(木) ・中間報告書作成協議 
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６．委員会審査、検討の考え方 

議員定数や議員報酬等を調査検討するに当たっては、多角的な視点で議論を深

めていくために論点・留意点を整理し、議論を進めることとしました。 

（１）議員定数とは 

議員定数は、地方自治法第９１条に「市町村の議会の議員の定数は、条例で定め

る。」とされており、第２項で「議員の定数の変更は、一般選挙の場合でなければ、

これを行うことができない。」と規定されています。 

江藤 俊昭氏（山梨学院大学法学部教授当時）「自治体議会学」より抜粋  

①議員定数削減によって、政策提言機能・監視機能の低下になってはいけない。 

②議員定数削減を提案するならば、議会の役割を補完・代替する案が必要である。  

③議員報酬と議員定数は別の論理で示すべきである。 

④現在の議員のためではなく、多くの人が将来立候補し、議員活動がしやすい条件

として考える必要がある。 

 

（２）議員報酬とは 

  議員報酬は、地方自治法第２０３条に「その議会の議員に対し議員報酬を支給

しなければならない」と定められ、「その額及び支給方法は、条例で定める」とさ

れているが「報酬額」の法令上の基準は存在しない。議員報酬を考える場合には、

次の点を確認する必要がある。 

【大正大学社会共生学部教授 江藤 俊昭氏 令和４年２月】 

 ①住民が議員になるために報酬が必要だという認識に基づいている。 

 ②議員は、名誉職でもなければ「非常勤の職員でもない」。「住民自治の根幹」を担

う議員が恒常的に活動できる条件として位置づけなければならない。 

 ③地域経営において重要な役割を担う議員の条件であるがゆえに条例で定める。 

 お手盛り」を避けるために、住民の意向を踏まえた条例制定となっている。 

                             （自治省通達） 

議員報酬は、「非常勤の職員」の報酬とは異なり、議員に期末手当を支給すること

ができる。また、「非常勤の職員」の報酬は原則的には「その勤務日数に応じて支

給する」が、議員はそうではなく月額も可能である。議員報酬は、給与ではなく役

務の対価である。議員報酬は生活給でないが、活動量の増大は、生活給的な額が必

要ということも内包している。 
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７．委員会としての議員定数・議員報酬に関する論点・留意点 

 【議員定数】 

①地方分権や地方創生と議会の役割・機能発揮の視点 

②近隣市・類似市等との比較からの視点 

③小諸市の人口推移や財政状況からの視点 

④行政改革と議会改革・活性化からの視点 

⑤識者の意見を参考としての視点 

【議員報酬】 

①議員報酬額の算出根拠は何を基準にすべきか。 

②近隣市・類似市等との比較からの視点 

③市長や市職員、民間企業等の勤務日数と給料との比較からの視点 

④小諸市の人口推移や財政状況からの視点 

⑤識者の意見を参考としての視点 

 

８．議員定数及び議員報酬等に対する委員会の中間報告 

議員定数・議員報酬等に関する調査結果の比較分析及び論点や留意点の検討に

ついて 論点ごとに、各委員が意見を述べ議論を行った中での委員会としての中間

報告は次のとおりです。 

【議員定数の報告】 

① 議員定数については、増員することへの市民の理解は得られないという多数の

委員の意見でありました。 

② 議員定数については、多数の委員が「削減が必要」という考えであるが、「現状

維持」という委員が１名でありました。 

㋑類似団体との比較（平均）＝１７.９人 

   現状の議員定数から何人削減するかについて協議をする中で結論に至らず、次

回の会議で委員会として意見統一することとしました。 

  ③ 協議において、１人削減と２人削減について意見発表と議論を行いましたが統

一を図ることがでず、表決により１人削減で委員会としての意見に至りました。  
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【議員報酬の報告】 

① 議員報酬については、小諸市を含む類似団体３５市の議員報酬の平均金額より

１６,２５３円低い状況であるので、１６,０００円から２０,０００円程度の増額

を求める委員が多数であったが、幅広い年代から議員に立候補することができ

るよう２０,０００円以上の増額を求める委員が１名であった。 

 ② 議員報酬についても意見統一に至らなかったことから、次回の会議で統一を図

ることとしました。 

   協議において、議会費が増額とならない１８,０００円の増額意見と、生活給

的要素を含めて２０,０００円の増額意見があり、表決により２０,０００円を

増額することで委員会の意見といたしましたが、今後行う①市民アンケート

（１,５００名）の内容、②パブリックコメント、③市民説明会の意見等を参考

として最終的な引き上げとすることで意見統一に至りました。 

③ 議員報酬の引き上げについては、平成１０年１０月１日に現在の３３３，００

０円に引き上げが行われてから２６年間見直しが行われていない状況である

ので、引き上げが必要との全委員の意見でありました。 

 

９．報告内容の論拠  

現在の地方自治制度のもと、執行機関と議会は対等の関係で、相互に緊張関係を

保持しながら協力して自治体運営に当たる責任を有する。そうした中で、議会は多

様な民意を反映させ、政策立案や監視機能を効果的に発揮することが求められて

おり、こうした観点からは議員定数は多いほうが望ましく、安易な議員定数削減は

議会の弱体化につながる恐れもあります。 

 しかしながら、当市の人口減少や高齢化の進展による厳しい財政状況等を考慮す

ると現状より議員定数の増員や議員報酬を増やすことは市民の皆様の理解が得ら

れないという全委員の共通した認識でした。 
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【議員定数に関する考察】 

当市の議員定数は１９人で、全国の同規模の市の平均１７.９人と比べると 

１．１人多い状況です。 

また、近隣市との比較においても、人口が９８,１９８人の佐久市は議員定数が

２６人で、市民３,７７７人に対し議員が 1 人です。一方人口２９,５４９人の東御

市は議員定数が１７人で、市民１,７３８人に対し議員が１人という状況で、自治

体の規模や立地環境等により議員定数の違いが見られるが、類似団体の平均的定

数に削減することが望ましいとの考え方で意見が一致しました。 

【議員報酬に関する考察】 

議員報酬の安易な増額は、市民の皆様の理解を得られないとの意見もありまし

たが、かつての名誉職的色彩が強かった頃の議員に対する報酬とは異なり、現状に

おいては生活給的要素となっている実態を踏まえ、なり手不足の解消や若い方が

立候補できる程度の報酬とすること等が議論されました。 

当市の議員報酬の引き上げについては、平成１０年１０月１日に現在の 

３３３，０００円に引き上げが行われてから２６年間見直しが行われていない状況

であり、さらに、平成２３年６月１日に議員年金の廃止に伴い議員個人で国民年金

等に加入することとなったが議員報酬の見直しはされていない状況です。 

 こうしたことから、類似団体の報酬の平均である３４９,２５３円以上に引き上げ

るため、２０,０００円を引き上げることが将来を担う多様な議員構成の議会として

必要であるとの考え方で委員会としての意思統一が図られました。 

 付帯的意見として厳しい財政状況が予測される中では、議員報酬の増額により議

会費の増額とならないよう努めることが市民の皆様から信頼される議会とするため

の筋道であると考えます。 

現状の議会体制等に甘んずることなく、議員各自が不断の努力により資質の向 

上に努めるとともに、小諸市議会基本条例に基づき地域民主主義の確立のための議

会改革、議会活性化の歩みを進めることによって、市民の皆様から信頼される議会、

魅力ある議会を目指すことを委員会としての一致した意見であると申し上げ、中間

報告とするものです。 
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10．中間報告後の委員会等の開催状況（7 ページから続く） 

 

11．中間報告に対する市民の皆様からの意見聴取 

議員定数及び報酬等検討委員会としての中間報告を市民の皆様に知って頂き、

報告内容等に対する意見を次の３つの方法で聴取しました。 

 

（１）小諸市議会に関する市民意識調査（アンケート）の結果について 

市内にお住いの１８才以上の中から、１,５００人を無作為で抽出し令和６年

９月２６日までに回答をお願いしました。 

回答者数は４９８人で回答率は３３.２%でありました。回答内容の主なもの

については次のとおりです。なお、詳細については資料 NO４を参照願います。 

① 性別については、女性４９％ 男性４８％ 回答なし及び未記入３％  

② 年代別については、多い順に７０代２５％。６０代２２％、５０代１７％ 

回次 開催年月日 審 議 内 容 

研修 令和 6 年 8 月 8 日(木) 
・日本大学法学部公共政策学科林 紀行教授との議員定数・報酬

の検討に伴う研修と意見交換 

作業 令和 6 年 8 月 26 日(月) ・小諸市議会に関する市民意識調査（アンケート）の発送準備 

15 令和 6 年 10 月 1 日(火) 
・小諸市議会に関する市民意識調査（アンケート）の集計作業 

・議員定数・報酬を検討する市民との意見交換会について 

意見 

交換 

会 

令和 6 年 10 月 6 日(日) 

令和 6 年 10 月 8 日(火) 

 

 

・議員定数・報酬を検討する市民との意見交換会 

パブ 

コメ 

令和 6 年 10 月 7 日(月) 

～ 

令和 6 年 10 月 25 日(金) 

 

 

・議員定数・報酬についてのパブリックコメント 

16 令和 6 年 11 月 18 日(月) ・パブリックコメントに対する考察 

17 令和 6 年 12 月 3 日(火) ・意見交換会での意見に対する考察 

18 令和 6 年 12 月 18 日(水) ・意見交換会での意見に対する考察及び最終報告について 

19 令和 7 年 1 月 7 日(火) ・最終報告書作成協議 

20 令和 7 年 1 月 15 日(水) ・最終報告書作成協議 

21 令和 7 年 1 月 21 日(火) ・最終報告書作成協議及び次期委員会への申し送りについて 
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８０代以上１４％、４０代１０％、３０代６％、２０代４％、１０代・未記入

が各１％でした。 

③議会や議員の役割についてわかりますか。については、よくわかる１２％ 

   ややわかる３４％、あまりわからない２８％、どちらともいえない１８％ 

   全くわからない７％、未記入１％でした。 

④現在の議員定数１９人をどう思いますか。については、適当が３７％ 

   多い３７％、分からない２２％、少ない２％。未記入２％でした。 

⑤議員報酬３３万３千円（月額）をどう思いますか。については、適当３９％ 

   少ない２０％、わからない２０％、多い１９％、未記入２％でした。 

 

（２）小諸市議会議員定数・報酬を検討する意見交換会の結果について 

議員定数・報酬を検討する意見交換会の開催について各戸への回覧と小諸市ホ

ームページ等でお知らせし、令和６年１０月６日（日）と１０月８日（火）の両

日に小諸市市民交流センターで午後６時３０から午後８時まで開催しました。 

参加者は、１０月６日（日）が１３名、１０月８日（火）が１２名でありまし

た。パワーポイントで定数・報酬についての概要を説明してから参加者の意見を

お聞きしました。主な意見は次のとおりであり、詳細については、資料 NO５を

参照願います。 

① １人減での影響は検討されたのか。 

回答：１人減となると常任委員会の数についても検討します。 

②議員定数は１５人でもよいのではないか。 

回答：諏訪市へ視察に行き状況を聞いたが１５人は減らし過ぎたとの感想であ 

り、近隣の岡谷市・茅野市は定数が１８人です。 

  ③人口減少を見据え、定数を１人以上減らすという意見はなかったか。 

  回答：定数においては、現状のまま、減らした方が良い、増やすべきとの意見 

があり、財政、面積、学校数等も含めて検討した結果、１人削減で意見が

まとまりました。 

④議会の役割を全うしていくには議員は最低何人必要かの検討はしているか。 

  回答：類似団体市との議員定数比較のほか、財政、面積、学校数等も含めて検討 

しました。 
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⑤ 町村は報酬２０万円でなり手はいる。町村との比較でも良いのではないか。 

 回答：類似団体の市で比較しました。町村とは財政規模・人口等が異なるので 

比較は難しいと思われます。 

⑥兼業は行ってよいのか。 

  回答：兼業は認められています。ただし、市と継続的な取引がある個人事業者に 

ついては、年間３００万円までと規定されています。 

 

（３）小諸市議会議員定数・報酬に対するパブリックコメントの結果について 

パブリックコメントについては、令和６年１０月７日から１０月２５日までの 

間にご意見をいただきました。主な意見等につきましては次のとおりです。 

なお、詳細については、資料 NO６を参照願います。 

① 議員報酬を月額報酬と年額報酬で実態が分かる表示が必要です。 

  検討結果：最終報告書の資料として追加します。 

② 月額２万円の増額は良いが、財政優先で１人削減し帳尻を合わせている。安 

易な定数削減は議会の弱体化の恐れと言いながら削減はおかしい。 

検討結果：矛盾する点もありますが、財政面も考慮しての中間報告です。 

③ 平均値との比較だけで解を導くのは難しい。責務を果たし、成果を出してい

れば財政の許す範囲で増額してよい。 

   検討結果：平均値を参考としましたが、財政、面積、学校数等も含めて比較し

た結果です。 

④ なり手不足の要因のトップは報酬との新聞記事を起点に議論を進めている。 

 検討結果：報酬もなり手不足の要因の一つと考えていますので、意見交換会 

では、当該記事を参考として説明したものです。 

⑤ 定数・報酬の意見交換会があることを回覧板で案内されたようですが、議会  

だより・広報こもろへの掲載がなかった理由はありますか。 

   検討結果：議会だよりは議会毎の発刊であり、広報こもろでの周知より回覧

板での周知が有効であるとの考えです。 
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12．識者（専門家）による助言 

令和６年１０月から１２月までの間に、日本大学法学部公共政策学科の林 紀行 

教授より助言を頂きました。 

【アンケートの総評】 

① 議会が取り組むべきことの中で、議員定数や議員報酬の見直しの優先順位は低 

いので、いつまでもこの問題を検討するのではなく、早急に回答を示すべきであ 

る。 

② 議会が取り組む優先課題は、市民の声を聞き、行政の仕事に市民の声を反映さ 

せることであり、議員定数や議員報酬の見直しは議会改革でないことに留意す 

る必要がある。 

③ 議会や議員の役割がわからない市民を減らすためには、「議会と議員の見える 

化」が必要である。 

④ 議会には、市全体と地域のことをバランスよく考えて、行動することが求めら 

れる。 

⑤ 議員のなり手不足問題は深刻。議員報酬に頼らない、なり手確保の方策を検討

すべきである。 

【他市議会の議員定数・報酬等に対する総評】 

① 議員定数を考える前に、議会は住民福祉の向上のためにあること、そして、目 

指す議会像をもう１度再確認すべきである。 

② 議会の重要な機能は、委員会での採決と政策立案である。何人であれば合理性 

があり、住民の意見が反映された採択結果や政策立案となるかを考える必要が 

ある。また、これらをきちんと市民に説明ができることが大事である。 

③  議会の特徴は多様性である。その多様性のある議員が、さらに各種団体の意見

を吸い上げてくることができるのが議会の強みである。 

④ まず議会活動を改善し、改善した結果を市民と共有し、そのうえで議員定数を

何人にすべきかという議論が合理的ではないか。 

⑤ 小諸市議会が目指すべき理想のモデル像をつくり、議員報酬、議会の権限、議 

会改革、委員会の活動等を総合判断したうえで、議員定数を導き出すべきである。 
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13．最終報告・まとめ 

市議会は、執行機関と対等な関係で相互に緊張関係を保持しながら協力して自

治体運営に当たる責任がある。このたびの市民の皆様の意識調査（アンケート）、

議員定数・報酬に関する意見交換会及びパブリックコメントにより、多くのまた、

多様な意見をいただきました。その意見を議会に反映させ、政策立案や監視機能を

効果的に発揮するとともに、議会活動を市民の皆様に知っていただくことが重要

であると再認識しました。 

 【議員定数】 

当委員会では、最終報告として小諸市の将来を見据えた適正な議員定数は 

１８人（現行から１人削減）としましたが、議員定数の削減によって、議会力の低

下を招くことがないよう各議員が資質、能力の向上に努めていかなければならな

いと考えています。 

 【議員報酬】 

小諸市の人口減少や財政状況を見据えた中で、適正な議員報酬は月額３５万３

千円（現行から２万円増額）とし、議長・副議長は同率増額で議長４５万３千円（現

行から２万６千円増額）、副議長は３７万６千円（現行から２万 2 千円増額）とす

る最終報告としました。 

当市の報酬は、平成１０年に報酬額の改正をして以来２６年間据え置いたまま

現在に至っています。この間社会状況の変化により議員活動に求められる知識能

力は高度化、複雑化するとともに議員活動に要する時間も増加しており、報酬もこ

のような状況の変化に見合った額としていかなければ、求められている議員活動

は難しくなります。また、議員年金の廃止に伴い６０才以下の議員は国民年金保険

料を個人的に支払う負担も生じています。さらに報酬が生活給化している現状に

おいては若年層が議員に立候補するには現状の議員報酬は魅力に欠けます。 

小諸市の財政状況を考えると議員報酬の増額は市民の皆様の負担となりますが、

この改正を機に市民の皆様が求める議会、議員活動を着実に遂行していくととも

に、若年層の皆さんが立候補できる環境を整備し、多様な人材が参画する議会とす

ることに取り組む決意をしたところです。 

【まとめ】 

今後も引き続き、議員一人ひとりが資質の向上に努めるとともに、住民福祉向上
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のため、小諸市議会が一体となって、議会改革をより一層推進することにより、市民

の皆様からの負託に応えられ、より信頼される議会を目指していくことを表明し、

当委員会の調査検討のまとめとします。 

 





資料NO2

通

し

番

号

都道府県名 市名

類似

団体

区分

1-1

人口

現在

の議

員定

数

議員一人

当たりの

人口

面積

議員一人

当たりの

面積

常任

委員

会数

議員_報酬

月額
市長報酬

市長報酬：

議員報酬

標準財政規模

（百万円）

議会費

（百万

円）

議員一人

当たりの

議会費

（百万円）

議会

事務

局職

員数

標準財政

規模：

議会費

議会費/

歳出決算

合計

構成比

議員一人

当たりの

歳出決算

（百万円）

自主財源

合計

(百万円)

議員一人

当たりの

自主財源

（百万円）

政務

活動費

（月額）

月額報酬

+

政務活動費

（円/月）

1 長野県 長野市 368,717 38 9,703 834.81 22.0 4 606,000 1,097,000 55.2% 92,384 701 18.45 16 0.8% 0.4% 4,476 77,021 2,027 85,000 691,000

2 長野県 松本市 236,447 28 8,445 978.47 34.9 4 497,000 1,027,000 48.4% 61,398 437 15.61 11 0.7% 0.4% 3,956 51,402 1,836 20,833 517,833

3 長野県 上田市 153,507 30 5,117 552.04 18.4 4 443,000 996,000 44.5% 41,150 358 11.93 8 0.9% 0.5% 2,574 33,071 1,102 20,000 463,000

4 長野県 岡谷市 47,691 18 2,650 85.10 4.7 3 353,000 814,500 43.3% 12,679 186 10.33 5 1.5% 0.8% 1,274 9,472 526 9,000 362,000

5 長野県 飯田市 97,270 23 4,229 658.66 28.6 3 407,000 925,000 44.0% 28,388 258 11.22 6 0.9% 0.5% 2,296 20,429 888 11,667 418,667

6 長野県 諏訪市 48,378 15 3,225 109.17 7.3 2 349,000 901,000 38.7% 12,830 149 9.93 5 1.2% 0.7% 1,512 11,403 760 10,000 359,000

7 長野県 須坂市 49,776 19 2,620 149.67 7.9 3 358,700 861,900 41.6% 12,963 203 10.68 6 1.6% 0.7% 1,602 13,542 713 15,000 373,700

8 長野県 伊那市 66,016 21 3,144 667.93 31.8 3 368,000 928,000 39.7% 21,844 203 9.67 4 0.9% 0.5% 2,100 18,636 887 10,000 378,000

9 長野県 駒ヶ根市 31,894 15 2,126 165.86 11.1 2 313,000 830,000 37.7% 9,717 129 8.60 4 1.3% 0.8% 1,114 6,785 452 9,000 322,000

10 長野県 中野市 43,030 20 2,152 112.18 5.6 3 296,300 563,300 52.6% 13,095 168 8.40 5 1.3% 0.7% 1,192 10,522 526 8,000 304,300

11 長野県 大町市 Ⅰ－１ 26,084 16 1,630 565.15 35.3 2 296,000 801,000 37.0% 10,709 145 9.06 5 1.4% 0.8% 1,122 7,118 445 3,333 299,333

12 長野県 飯山市 Ⅰ－１ 19,704 16 1,232 202.43 12.7 2 264,000 714,000 37.0% 8,606 116 7.25 6 1.3% 0.7% 1,036 6,630 414 10,000 274,000

13 長野県 茅野市 54,635 18 3,035 266.59 14.8 3 332,000 907,000 36.6% 17,871 180 10.00 4 1.0% 0.6% 1,575 11,964 665 10,000 342,000

14 長野県 塩尻市 66,103 18 3,672 289.98 16.1 2 402,000 914,000 44.0% 18,219 190 10.56 5 1.0% 0.6% 1,882 15,973 887 7,500 409,500

15 長野県 佐久市 98,198 26 3,777 423.51 16.3 3 349,000 969,000 36.0% 28,776 259 9.96 5 0.9% 0.4% 2,253 26,003 1,000 12,500 361,500

16 長野県 千曲市 59,522 20 2,976 119.79 6.0 3 345,000 860,000 40.1% 16,912 209 10.45 6 1.2% 0.7% 1,495 10,870 544 15,000 360,000

17 長野県 東御市 Ⅰ－１ 29,549 17 1,738 112.37 6.6 2 304,000 838,000 36.3% 9,465 136 8.00 4 1.4% 0.8% 1,054 6,626 390 10,000 314,000

18 長野県 安曇野市 96,605 21 4,600 331.78 15.8 3 360,000 928,000 38.8% 27,745 228 10.86 6 0.8% 0.5% 2,325 18,962 903 10,000 370,000

19 長野県 小諸市 Ⅰ－１ 41,611 19 2,190 98.55 5.2 3 333,000 893,000 37.3% 10,801 178 9.37 5 1.6% 0.8% 1,108 7,510 395 12,000 345,000

最大値 368,717 38.0 9,703 978 35.3 4.0 606,000 1,097,000 55.2% 92,384 701 18.4 16.0 1.6% 0.8% 4,476 77,021 2,027 85,000 691,000

平均値 86,039 20.9 3,593 354 16 2.8 367,158 882,511 41.5% 23,976 233 10.5 6.1 1.1% 0.6% 1,892 19,155 808 15,202 382,360

最小値 19,704 15.0 1,232 85 5 2.0 264,000 563,300 36.0% 8,606 116 7.3 4.0 0.7% 0.4% 1,036 6,626 390 3,333 274,000

県下１９市との比較一覧表

※　数値は令和4年12月31日時点

（全国市議会議長会）

報酬、定数に関する調査結果から

※「市長報酬」、「標準財政規模」、「議会費」は、令和3年度総務省「決算カード」から抽出。

※事務局職員数　全国市議会議長会作成　全国市議会事務局一覧から確認

※小中学校の数　東洋経済新報社　データパック2023から確認

※常任委員会数・政務活動費は各市ＨＰを確認



資料NO3

現在の議会費（議員定数19人、（報酬333千円/月＋期末手当）＋経費）

と改定後の議会費（議員定数18人、（報酬353千円/月＋期末手当）+経費）の比較

議会費

議員報酬＋経費

現在

正副議長２人＋議員１７人

改訂後（定数△１人、報酬＋2.0万円/人）

（正副議長報酬は比例計算で増額）

正副議長２人＋議員１６人

項　　　目
単価

（千円/月）
月数

年額

（千円/年）

人数

（人）

合計

（千円）

単価

（千円/月）
月数

年額

（千円/年）

人数

（人）

合計

（千円）

議長報酬 427.0 12.00 5,124 1 5,124 453.0 12.00 5,436 1 5,436

　議長期末手当2回分 427.0 4.55 1,943 1 1,943 453.0 4.55 2,061 1 2,061

副議長報酬 354.0 12.00 4,248 1 4,248 376.0 12.00 4,512 1 4,512

　副議長期末手当2回分 354.0 4.55 1,611 1 1,611 376.0 4.55 1,711 1 1,711

議員報酬 333.0 12.00 3,996 17 67,932 353.0 12.00 4,236 16 67,776

　議員期末手当2回分 333.0 4.55 1,515 17 25,758 353.0 4.55 1,606 16 25,698

報酬計 106,615 107,194

政務活動費　月額×12 12.00 12.00 144.00 19 2,736 12.00 12.00 144.00 18 2,592

特別旅費　年額 75.00 19 1,425 75.00 18 1,350

通勤費等　年額 24.50 19 466 24.50 18 441

防寒着等支給　年額 5.00 19 95 5.00 18 90

貸与タブレット　年額 11.00 19 209 11.00 18 198

経費計 4,931 4,671

議会費総計 111,546 111,865

議員定数・議員報酬の変更に伴う議会費の比較表

報酬

経費
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小諸市議会に関する市民意識調査 

アンケートの結果について 

 

 

 

 

 

令和６年８月 28 日（水）郵送～ 

          令和６年 9 月２6 日（木）回答期限 

       令和 6 年 10 月 8 日（火）受付分まで実施 

 

 

 

 

 

小 諸 市 議 会 
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アンケート形式により、市内にお住まいの 18 歳以上の方の中から、1,500 人を無

作為に抽出し回答をお願いし、回答数は 498 人で、内訳は郵送回答 427 件 電子

回答 71 件であり、回答率は 33.2％であった。 

 

1. あなたについて教えてください。 

問１・問 2 回答者の性別及び年代別 

 性別   

    

年代別 

  

  

女

49%

男

48%

回答しない

1%

未記入

2%

10代

1%

20代

4%

30代

6%
40代

10%

50代

17%

60代

22%
70代

25%

80代以上

14%

未記入

1%
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問３ あなたの居住地（地区名）（○は１つ） 

                   

   

 

問４ あなたの職業（○は１つ）                      

   
  

中央地区（小

諸東学校区

16%

中央地区（芦

原中学校区

23%

北大井地区

12%

南大井地区

15%

三岡地区

10%

川辺地区

6%

大里地区

6%

西小諸地区

4%
その他 7%

未記入

1%

会社役員・

団体役員

5% 会社員・

団体職員・

公務員

25%

自由業・自営業

8%

農林業

8%

パート・アルバイト

13%

学生・生徒・専

門学校生

1%

無職

22%

主夫・主婦

15%

その他

2%

未記入

1%
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２. 小諸市議会と議員についてあなたの考えをお聞かせください。 

問１ あなたは議会や議員の役割がわかりますか。（○は１つ） 

 

問２ 「４．あまりわからない」と「５．全くわからない」を回答された 176 人の

記載していただいたその理由（○は１つ） 

   
 

 

 

 

 

 

  

よくわかる

12%

ややわかる

34%

どちらともいえない

18%

あまりわからない

28%

全くわからない

7%

未記入

1%

身近に議員がい

ないから

15%

関心が低いから

24%

情報が不足して

いるから

12%

役割が難

しいから

2%

活動がみえにく

いから

43%

報道がないから

3%

未記入

1%

その他の内容  

・議会質問を聞いていても市民のためよりも古い建物に金をかけたり町内だけの
ことばかりコンパクトシティってなんですか？ 

・何をしているのか情報が少ない。 

・小諸市議会と議員の働きぶりの情報がない。 
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問３ あなたが議員に求めるものは何ですか。（○は３つまで） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

170

56

90

49

258

255

309

88

10

0 50 100 150 200 250 300 350

政策に関する専門知識

リーダーシップ

コミュニケーション能力

親しみやすさ

行動力

地域のことを考えた活動

市全体のことを考えた活動

情報発信力

その他

その他の内容  

「意見を聞く」 

「この街を良くしたいと思う強い意識」 

「聞く力」 

「日常的なトラブルの解決」 

「若い考え」 
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その他の内容  

・市の将来に向け若年層が関心を持てる政策を具体化すること。 

・市政や予算の正当性の確認意見 

・この街のために今何が必要かを感じ具体的に提案し行動すること。 

・地域をよく見て歩いて下さい。相生町本町に人が歩いていますか！ 

・国会で憲法改正の発議が出された時、市議会として護憲の立場から意見書等を発信

できるように準備しておくこと。 

・具体的な質問をして具体的な答えをしてもらうこと。 

・議員の地区ばかりでなく市民全体の改革に取り組む。 

・一般市民が参加しやすい議会づくり。 

・行政の仕事の結果を市民に報告すること。 

・長期的な視野で政策を提案すること。 

・市・地域全体・今後を考えた発展と持続可能な政策・立案・実行・地域広域・企業

連携（鉄道）、公共インフラの維持と利用含めて。 

・行政と一緒に市をよくするアイデアを出して行動すること。 

・行動だけではなく、成果にコミットすること。 

問４ あなたは、議会が取り組むべきことは何だと思いますか。（○は３つまで）       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

202

133

304

106

399

71

15

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

市の予算や条例などをきめること

議会の審査をすること

地域に出向き、市民の意見を聞くこと

議会の改革に取り組むこと

行政のしごとに市民の意見を反映させること

議員定数や報酬を見直すこと

その他
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３．小諸市議会議員の定数と報酬についてあなたの考えをお聞かせくださ

い。 

問 1 あなたは、現在の議員定数１９人をどう思いますか。（○は１つ） 

  

  

 

その理由は何ですか。（○は 3 つ） 

 

  
 

  

多い

37%

適当

37%

少ない

2%

わからない

22%

未記入

2%

127

128

199

82

178

8

86

13

63

45

0 50 100 150 200 250

他の議会との比較

議員のなり手問題

市民の意見を反映できる人数

意見の偏り

活動の透明性

市長がいれば議会は不要

少ないと一人の力が大きくなる

監査委員がいれば不要

特に理由はない

その他
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その他の内容 

【多いを選択】 

・議案の審査とするための人数がいればよい。 

・今の定数で委員会そんなに必要ですか、個人質問代表質問レベル低いです。 

・必要を感じない。 

・選挙にならない可能性を含め誰でも OK なのもおかしいから。 

・無駄な税金の投入 

・人口減に伴う将来を考えること。 

・人口が減っているから 

・多くても活動に反映されていないから 

・定数減の予算を教育予算に振り替える。 

・活動実績がわかりにくい人が何人も必要ない。 

・議員報酬の増大化になっているため。 

・余生を名誉職で楽しんでいる人ばかり。 

・何人が必要人数かがわからない。 

・立候補者の将来の小諸市の目標、有権者に示せるのであればよその自治体並みで

かまわない。 

・何をしているかしているか見えない議員が多いのでは 

・市債の多額さ減のため。 

・個々の能力、知識のある人が必要 

・議員よりも、様々な現場で働く人の人数を増やしてほしい。 

・効率化、無駄に人数がいれば良いとは思わない。 
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その他の内容 

【適当を選択】  

・人口 2,000～2,500 人に一人が妥当な数字だと思う。 

・類似市の平均定数が小諸市の必要定数とは限らない。 

・２０名でもいい。これ以上減らさない方がよい。 

・36 市の定数平均より人口に対しての議員割合を知りたい。 

・19 名の議員が適正に貢献されていれば OK かと思います。それをだれが評価され
るのでしょう？ 

・少なすぎると小諸市の未来や可能性が少なくなる。 

・４万市民に対して適当と思われる。 

・選挙になる人数だ。. 

・予算の節約 

・今のままで問題がなさそう。 

その他の内容 

【少ないを選択】  

・少数の意見を反映するには多い方がよい。 

・数が多くても結論は同じ方向。 

 

 

その他の内容 

【わからないを選択】 

・人口の増減ではなく仕事量により決めるべきと思う。 

・活動が見えないので定数が妥当かわからない。 

・報酬を少なくし人数を多くした方が良いがなりたいという人がいるかどうかとい
う点では難しいです。 

・議員に仕事をやる気があるのかないのかの問題 

・1 人 1 人の動きがわからない。 

・小諸市の人口及び財政力 

・人口減少に伴い定数は少なくしても良いと思う。 

・増減により一人にかかる負担感がどの程度変わるのか見えないのでわからない。 

・人口減少とともに減少するのは当然のことと思う。 

・内容が見えないから、定員が妥当かわからない。 
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問 2  あなたは、現在の議員報酬３３万３千円／月をどう思いますか 。（○は１つ） 

 

  

 

その理由は何ですか。（○は 3 つ） 

  

  

多い

19%

適当

39%

少ない

20%

わからない

20%

未記入

2%

107

110

136

110

131

39

124

32

48

21

40

90

22

19

35

0 20 40 60 80 100 120 140 160

他の議会との比較

議員のなり手不足問題

議会活動の内容

議会の活動量

民間企業の給与との比較

議決機関としての役割

市の財政力

議員１人当たりの人口

自分の給与との比較

４年の任期

議員年金がないこと

活動日数

特に理由はない

わからない

その他
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その他の内容  

【多いを選択】  

・毎回タイムカードをやったらどうか。 

・ボランティア活動でよい。 

・ボランティアの方が市民の役だっている人の方が多い。ボランティアでも月 20

日以上動いている人もいる。 

・議員は名誉があるのでボランティアでやるべき。それで生活しようとする方が誤

りです。 

・議員という肩書きだけが欲しいような気がする。報酬に見合った活動をしている

とは思えない。 

・議会が１年中通して開かれているわけではない。議会がない時でも報酬が出るの

だから。 

・普段、何をしているか全く見えない（行動）。議会の時だけ、毎年同じような質

問しかしない。誰がなっても同じ。政治家と一緒です。 

・問題は年代と男女の比率 

・議員が小諸市のために結果を残す政治ができるのであれば、本来議員報酬の額が

話題になること自体疑問である。 

・議員を一般の「職業」と同等に考えるべきではない。と考えており、他市と横並

びにしておけば良いという意見があるとすれば賛同しかねる。 

・自営業でも、収入があるはずだから 
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その他の内容  

【適当を選択】 

・議員の外仕事はほとんどやっている。 

・議員のなり手不足の解消のために報酬を増やすのは本末転倒 

・他に仕事を持っている人もいる。 

・他に手当などあるだろうし、活動量、時間、改革が少ない。６５歳過ぎてでもで

きるんだろうから。 

・高すぎることはないが、50 代としては安いのでは？家族がいた場合は厳しい。 

・だれがこの報酬を決められているのでしょう？ 

・それ以上低くしても議員のモチベーションが上がらない、責任ある職業なので議
員数を減らし給料を上げ、一人一人の成果をより明確にしてほしい。 

・世の底辺はもっと少額で生計を立てて暮らしています 

 

 

 

その他の内容  

【少ないを選択】 

・長年の据え置き、物価等の変動 

・市場の給料と比較すること 

・議員の高齢化（意見が偏る⇒斬新な発想・取り組みが出来ない。）・若手がなり
たがらない。 

・今の時代、その金額では生活できない。 

・子どもがいたりする家族などは他に収入がないと生計を立てるのは難しいと感じ
る。 

・汚職を抑止する手段としてその職責に見合った矜持を持たせるため。 

・議員も定年制で良いと思う。 

・確定できる情報源の認識不足。 

・能力のある人が議員としてやれるように責任と意識をもって活動してほしい。 

・モデルケース 50 代を見て 

「バイト代は 1000 円/h×10h/日×25 日/月≒25 万 それだけの議員の働き方が
あるとは思えない。基本的にはボランティアでよい」 
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その他の内容  

【わからないを選択】 

・任期中の収入が他に無いのであれば少ないと思う。 

・活動が伴えば報酬は少ないと思う。活動内容がわからないので妥当性がわからな

い。 

・議員の働きで多いか少ないかは議員はどう思っているのか。 

・市税比 

・議員としての仕事量活動量がわからないので判断できない。 

・公務、業務は経費で使用できるため。 

・低いと議員の質ややる気が低下すると思う。 

・能力・経験がある方がなりたがらない（特に現役世代） 

・仕事量が見えないので判断できません。 

・具体的な活動内容がわからないから、報酬が妥当かわからない。 

・活動内容が明確にわからないので、何ともいえない。 

 

その他の内容  

【選択は未記入】 

・市議として何日活動してますか、15 日なら多すぎるし 20 日なら適当、25 日な

ら少ないのでは？ 

・議員活動の内容によって少ない人も多い人もいると思う。 
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４ .あなたは、議員定数や報酬が何であれば立候補を検討しますか。 

 議員定数順             議員報酬順 

 
  

議員定数（人） 議員報酬（円） 議員定数（人） 議員報酬（円）

7 0 7 0

10 100,000 10 100,000

10 250,000 20 100,000

10 500,000 未記入 100,000

12 500,000 10 250,000

15 330,000 未記入 250,000

15 350,000 未記入 250,000

15 500,000 16 300,000

15 350,000 16 300,000

15 400,000 18 300,000

15 未記入 15 330,000

15 未記入 19 330,000

16 300,000 19 330,000

16 300,000 18 340,500

16 350,000 15 350,000

16 500,000 15 350,000

17 未記入 16 350,000

18 300,000 18 350,000

18 340,500 20 350,000

18 350,000 15 400,000

18 500,000 19 400,000

19 330,000 30 400,000

19 330,000 200～500 418,000

19 450,000 未記入 420,000

19 500,000 19 450,000

19 400,000 10 500,000

20 100,000 12 500,000

20 350,000 15 500,000

24 500,000 16 500,000

30 400,000 18 500,000

15人以上 10万円以下 19 500,000

200～500 418,000 24 500,000

各区から1人 区民アンケートで 未記入 500,000

未記入 100,000 15人以上 10万円以下

未記入 250,000 各区から1人 区民アンケートで

未記入 250,000 15 未記入

未記入 420,000 15 未記入

未記入 500,000 17 未記入
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４ .あなたは、議員定数や報酬が何であれば立候補を検討しますか。 

3.議員定数・報酬に関係なく、立候補するつもりはない 

4.議員定数・報酬に関係なく、立候補したい 

5.分からない 

 

3～5 の内訳 

   

 

※各設問のその他の内容についてはアンケートに記入して頂いた方の意思を尊重し、

個人が特定される部分の削除のみ行い、原文をそのまま掲載させて頂いております。 

 

※議員のなり手問題についてのご意見・議会に対するご意見等の自由記述につきまし

ては別冊としてまとめました。 

 

 

 

 

立候補するつもりはない

77%

立候補したい

3%

分からない

9%
未記入

11%



アンケート 自由記載まとめ 

 

アンケートのうち自由記載の「 議員のなり手不足について」と「 議会に対し

てご意見を」については、すべての意見をそれぞれ１０項目程度に分類しま

とめました。 

なお、記入して頂いた方の意思を尊重し、国政に対する意見、市長「 行政に

対する意見はグラフのデータからは除外したが、文章記載では個人が特定さ

れる部分の削除のみ行い原本に忠実にそのまま掲載しました。 

 

１．  「 議員のなり手問題についてご意見を」では、 現在の議員のレベルアップ」

 議員報酬の増額が必要」 選挙制度の改善」 もっとＰＲ活動が必要」などが

上位となり、 他職業の方が魅力的」 こどもの頃からの教育が必要」などの意

見もありました。  

一方「 興味が無い、わからない」 市民の意識が低い」などの意見もありま

した。 

 

 

議員のレベルアップ

20.5%

報酬アップが必要

15.4%

選挙制度の改善（新人が出やすく）

10.9%

もっとＰＲ活動（SNS含む）が必要

10.3%

感じない・わからない

9.0%

議員の若返りが必要

8.3%

他の職業の方が魅力的だ

5.1%

こどもの頃からの教育が必要

2.6%

議員定数を減らす

2.6%

小諸市に魅力が無い

1.9%

市民の意識が低い

1.9%

報酬を現状維持あるいは減額

1.9%

不明

9.6%



２．  議会に対してご意見を」では、 現在の議員に期待している」 もっと情報発

信が必要」 議会の構成や日程の不空が必要」 市民の意見を聞く機会を増や

す」などが上位となったが、 議会に対する不満、不信」も一定数見られまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 自由記載原本 

別紙としてこの後１４ページに分けて掲載しています。 

期待している, 

26.7%

もっと情報発信が必要, 

20.0%

議会の構成や日程の工夫が必要, 

11.7%

市民から意見を聞く機

会を増やす, 7.5%

こども議会などの

イベント, 0.8%

報酬を上げても良

い, 6.7%

定数を下げるべき, 

0.8%

興味が無い、わからない, 

6.7%

議会に不満がある, 

11.7%

議会に不信感があ

る, 7.5%































資料 NO５ 

 

 

 

 

小諸市議会議員定数・報酬を検討する 

意見交換会の結果について 

 

 

 

 

開催日 

令和６年１０月６日（日）午後６時３０分～ 

令和６年１０月８日（火）午後６時３０分～ 

 

 

 

 

 

 

小 諸 市 議 会 



小諸市議会議員定数・報酬を検討する意見交換会 

質疑・意見等 一覧 

1. 開催日時  令和 6 年 10 月 6 日(日) 午後６時３０分～ 

令和 6 年 10 月 8 日(火) 午後６時３０分～ 

2. 会  場  両日とも小諸市市民交流センター２階 

3. 参 加 者  令和 6 年 10 月 6 日(日)：１３名 10 月 8 日(火)：１２名  

4. 説明会では、パワーポイントで概略（資料参照）を説明し、その後皆様

からの質疑及び意見交換を行いましたので、要約して掲載しました。 

【定数についての質疑・意見】 

№ 月日 カテゴ  

リー 

質疑・意見 回答 

1 10/6 定数・質疑 定数１人減で検討したと

いうことだが、１人減とし

たときの議会活動への影

響はどのようになるのか。

常任委員会についてどの

ように考えるか。１人減で

あまり影響がないのかの

検討はされたのか。 

現在３常任委員会、各委員会６

人。 

常任委員会の人数は 7 人から 8

人が良いとする識者の考え方も

あります。２常任委員会とした

場合、どちらかの委員会が 1 人

多くなることもあります。 

2 10/6 定数・質疑 15 人でも良いのではない

か。諏訪市は 15 人。視察に

も行かれたとのことで、15

人でスムーズに回ってい

るのか、研修の概要を知り

たい。 

諏訪市議会は議員定数を 23 人か

ら 15 人に削減したことにより、

常任委員会や広域の会議等で一

人当たりの仕事の負担が増加し、

住民意思の反映が難しくなった

との意見でした。なお、近隣の岡

谷市、茅野市は議員定数は 18 人

です。 

 



№ 月日 カテゴ  

リー 

質疑・意見 回答 

3 10/6 定数・質疑 審査会は議員の定数につ

いては審議しない。議員定

数については時間がある

ので、定数と報酬を比例で

考えなくてもよいと思う。

1 人くらい減らしても影響

ないということか。 

人口減少を見据え、定数は

もっと減らすという意見

はでなかったのか。 

定数においては、現状のまま、減

らした方が良い、増やした方が良

いとの意見もありましたが、財

政、面積、学校数等も含めて検討

し、1 人減で意見がまとまりまし

た。 

 

4 10/6 定数・意見 地方議会の役割は多岐に

わたっている。定数を減ら

すことで議員の負担は重

くなる。一方で兼業もでき

ず、なり手不足もあり、議

員を増やすことも考えな

いといけない。 

ご意見として承ります。 

5 10/8 定数・質疑 議会の役割を全うしてい

くには最低議員は何人必

要かの検討はしているか。 

類似団体市との議員定数比較の

ほか、財政、面積、学校数等も含

めて検討しました。 

 

  



【報酬についての質疑・意見】 

№ 月日 カテゴ  

リー 

質疑・意見 回答 

1 10/6 報酬・質疑 町村は報酬２０万でやっ

ていてなり手はいる。大規

模でなく、人口が減ってい

る。２万.３万規模の村との

比較でも良いのはないか。 

 

類似団体の市で比較しました。近

隣の町村とは財政・予算額・人口

等が違うので比較は難しいと思

われます。 

 

2 10/6 報酬・意見 議員報酬が増えた方が多

様な人材で立候補しやす

い。1 つの仕事として市議

会議員を考えると、手取り

額で、子どものことなどを

考えると心配。報酬があが

ればもう少し積極的に参

加できると思う。 

ご意見として承ります。 

3 10/6 報酬・質疑 年収はどのくらいか。 報酬と期末手当で年間550万円か

ら 560 万円です。 

4 10/8 報酬・意見 議員のレベル・質・役割を

担っていただき、小諸市の

行政機関を監視し、役割を

全うしてほしい。小諸市へ

の貢献がみえてくれば、45

万でも問題ないと思う。 

ご意見として承ります。 

 

  



【定数・報酬全般についての質疑・意見】 

№ 月日 カテゴ  

リー 

質疑・意見 回答 

1 10/6 質疑 中間報告を発表したが、具

体的に報酬・人数はまとめ

られているか。 

定数１人減員で、20,000 円増額と

いうことで意見がまとまってい

ます。令和７年１月までに委員会

で最終の方向性をまとめます。 

2 10/6 質疑 今回の定数・報酬の検討の

スタートは議員のなり手

不足が理由か。 

若い世代の立候補を促すために、

報酬を上げていきたいと考えて

います。 

3 10/6 質疑 議員のなり手不足の要因

は他にもいっぱいある。委

員会でなり手不足の要因

について議論があったか。 

なり手不足については、４年前に

自治体にアンケートを行いまし

た。報酬の引き上げが議員のなり

手の増加に結び付いたという明

確な理由は見いだせませんでし

た。様々な角度で検討を行いまし

た。 

4 10/6 意見 なり手を増やすには議員

報酬に頼らない議論が必

要、報酬をあげることは悪

くないが、議員の質をあげ

てほしい。 

ご意見として承ります。 

5 10/6 質疑 前回の調査では、報酬もア

ップしない。定員も変更し

ない、としていた。類似団

体との比較を町村を対象

にしないのか。 

類似団体の市で比較しました。近

隣の町村とは財政・予算額・人口

等が違うので比較は難しいと思

われます。 

 

6 10/8 

 

質疑 定数を減らして、報酬を上

げればよい。議員の質を上

げた方が良い。議員活動日

数の 11.78 日の日数カウン

トの計算について疑問が

ある。地域の会議があった

り、勉強などは集計になぜ

入れなかったのか。 

 

報酬の対象は議会活動であるの

で、私的な活動は除いたため。 



№ 月日 カテゴ  

リー 

質疑・意見 回答 

7 10/8 

 

意見 定数は二人減らしたらど

うか。議決を考えると17人

にすると議決しやすい。 

報酬については、地域や諸

活動をもっとやるべきで

あり、永く報酬が据え置き

だったので、45 万とか 50

万に条例の改正は思い切

ってすべきと考える。他の

市はどうだとかでなく、も

う少し議員の皆様のレベ

ルアップを望みたい。 

ご意見として承ります。 

8 10/8 

 

質疑 限られた人数でどうやる

か。という理解でよいか。

報酬と定数どちらを取る

か。予算の枠はあるのか。 

定数と報酬は別で考えるべきで

す。今後皆様からのご意見を参考

に検討します。 

 

  



【その他】 

№ 月日 カテゴ  

リー 

質疑・意見 回答 

1 10/6 質疑 御代田や軽井沢と比較し

てほしい. 

 

類似団体の市で比較しました。近

隣の町村とは財政・予算額・人口

等が違うので比較は難しいと思

われます。 

2 10/6 意見 政務活動費は使い道が限

られている。政務活動費を

増やして、市民に議会の活

動を広く伝え、もっと市民

と意見交換することも必

要。 

ご意見として承ります。 

3 10/6 質疑 兼業は行ってよいのか。 兼業は認められております。ただ

し、小諸市と継続的な取引がある

個人事業主については、年間 300

万円までと規定されています。 

 

4 10/6 質疑 政務活動費はいくらか。 政務活動費は月額 12,000 円です。

使い道は限られており、収支報告

の提出が義務付けられています。 

 

 





















資料 NO6 

 

 

 

小諸市議会議員定数・報酬に対する 

パブリックコメントの結果について 

 

 

 

 

 

令和６年１０月７日（月）～ 

           令和６年１０月２５日（金）まで実施 

 

 

 

 

 

 

小 諸 市 議 会 



パブリックコメントの結果について 

【意見募集の概要】 

案  件  名 小諸市議会議員定数及び議員報酬について 

募集期間 令和６年１０月７日（月）～令和６年１０月２５日（金） 

担当部・課 小諸市議会議員定数及び報酬等検討委員会 小諸市議会事務局 

【集計結果】 

意見提出人数 4 人 

意 見 数 ２２件 

【意見の検討結果】 

① 修正します。 意見に基づき、報告書を修正するもの 

② 意見として承ります。 報告書は修正しないが、今後の取組の参考とするもの 

③ 原案のとおりとします。 検討した結果、修正等しないもの 

④ その他 
定数・報酬に関する意見でないもの 

（感想や質問）に回答するもの 

【意見及び検討結果等の一覧】 

№ 項目 意見（概要） 検討結果及び理由 

１ 報酬 

 

議員報酬を月額報酬と共に年額 

報酬で実態が分かる表示が必要で

す。 

 

① 修正しま 

す。 

 

最終報告書の資料とし

て追加します。 

２ 報酬・

定数 

 

月額２万円の増額は良いが、財政優

先で１人削減し帳尻を合わせてい

る。 

安易な定数削減は議会の弱体化の恐

れと言いながらの削減はおかしい。 

 

②意見として

承ります。 

 

矛盾する点もあります

が、財政面も考慮して

の中間報告です。 

 

３ その他 

 

議会の役割は執行権に対する監視機

関だけでなく、民意を反映すること

です。議会の質問などは具体的に建

設的な対案を持って質問することで

あり、定数・報酬より優先です。 

 

②意見として

承ります。 

 

 

議会基本条例第２５条

に基づき定数・報酬の

検討をしています。 

一般質問についてはご

指摘の意見を活かした

いと考えます。 

 



４ 報酬・

定数 

 

平成２７年に２１人から１９人にな

ってからどう変化しているのか聞き

たい。議員一人当たりの負担増とな

ったのか、それとも問題なく運営さ

れているのか、問題がないとすると

議員報酬を増額し、定数を減員させ

るのが良いと思う。 

【理由】定数：日本の人口が減って

いる。 

【理由】報酬：物価高、生活費が高

騰する中で、報酬だけ据え置きは時

代に即していない。 

 

②意見として

承ります。 

 

 

 

委員会としての考え方

と同じです。 

現状の議員数で特に問

題なく運営されていま

す。 

５ その他 議会を子育て世代、これからの地域

社会を担っている人が活躍・活発に

意見交換ができる場所にしてもらい

たい。分野の専門家になって頂き小

諸市の更なる飛躍の一翼を担っても

らいたいと思います。 

 

②意見として

承ります。 

 

ご意見を参考として議

会改革を進めます。 

６ 報酬 

 

平均値との比較だけで解を導くのは

難しい。責務を果たし、成果を出し

ていれば財政の許す範囲で増額して

よい。 

 

 

②意見として

承ります。 

平均値を参考としまし

たが、財政、面積、学

校数等も含めて比較し

た結果です。 

７ 定数・

報酬 

 

同程度規模の自治体の平均との比較

で、定数１人少ない、報酬は１万６

千円高いから導きだしているように

見えるが、もっと考えなければいけ

ない項目があるのではないか。 

②意見として

承ります。 

 

平均値を参考としまし

たが、財政、面積、学

校数等も含めて比較し

た結果です。 

議会が機能するにふさ

わしい定数・報酬につ

いても議論した結果で

す。 

 

 



８ 定数 

 

海外との比較で日本の議員数は多い

と言われています。 

議会の「機能を果たすために必要な

人員はどうか」という視点で検討を

希望します。 

議員も職員と同様に市内を区割りし

てそのエリアを担当したらどうでし

ょうか。 

 

②意見として

承ります。 

 

 

他国と比較すると多い

と感じる方もいると思

います。 

議員は職員と違い選挙

で選ばれるのでエリア

担当の区割りは難しい

です。 

９ 報酬 なり手不足の要因のトップは報酬と

の記事を起点に議論を進めている

が、無投票の後の選挙では報酬は改

正されていないのに選挙戦となっ

た。報酬アップがなり手不足の要因

でない証左です。 

 

 

②意見として

承ります。 

 

 

 

意見交換会では報酬ア

ップが解決策のトップ

であるとの記事を参考

として説明したもので

す。 

10 報酬 

 

議員報酬が低くても議員になってい

る方々が沢山いる。 

報酬を引上げた市の状況を確認する

だけでなく町村の議員活動等をヒア

リングすれば気付くこともあると思

う。 

②意見として

承ります。 

 

 

 

市と町村では人口や予

算規模等に違いがあり 

それと同様に仕事量や

議会審査量が違うので

類似市との比較としま

した。 

 

11 報酬 

 

報酬が比較しやすいような数値の提

示が必要。 

手当を含めた年収の表示にしてほし

い。 

民間企業の数値の出典、企業規模を

教えてほしい。 

 

 

① 修正しま 

す。 

 

 

 

手当も含めた年間の収

入基礎は報酬額である

ので、その比較としま

した。 

最終報告書には手当を

含めた総額を掲示しま

す。 

民間企業については、

長野県人事委員会勧告

の比較対象とする企業

の表示です。 

 



12 その他 

 

なり手不足対策のひとつとして議

員、議員活動の魅力のアピールをす

るのはどうか。 

議員にアンケートを実施し、開示し

たらどうか。 

アンケート設問 

議員になろうとしたきっかけ(理由) 

議員としてやりがいを感じる時 

 

②意見として

承ります。 

 

 

なり手不足のご意見と

して考察させて頂きま

す。 

 

13 その他 

 

生坂村の議員報酬アンケートで出さ

れた意見 「①なり手を増やすには

報酬にとどまらない多様な議論が必

要」「②報酬をあげることは悪くない

が、住民の声に日頃から耳を傾ける

など議員活動の質を上げてほしい。」 

私的意見ですが、議会の皆様はどう

考えますか。 

②意見として

承ります。 

 

 

当委員会としても議員

のなり手不足の打開策

が報酬の引き上げだけ

にとどまらないとの考

えです。市民の皆様の

意見を行政へ伝えるの

が役目だと思います。 

14 報酬 

 

定数を１人減、報酬を２万円増とし

た場合の議員報酬総額を教えてほし

い。 

①修正しま

す。 

 

最終報告書には手当を

含めた総額を記載しま

す。 

15 

 

その他 

 

定数・報酬の意見交換会（説明会）

があることを回覧板で案内がされた

ようですが、議会だより・広報こも

ろへの掲載がなかったようですが、

理由はありますか。 

②意見として

承ります 

 

議会だよりは議会毎の

発刊であり、広報こも

ろでの周知より回覧板

での周知が有効である

との考えです。 

16 

 

報酬・ 

定数 

 

 

議員活動が忙しい状況という説明が

ありました。それなら削減でなく増

員することで議員の負担が軽減で

き、市民の声に向き合える。 

議員報酬を増額するのではなく、退

職金、年金など現在含まれていない

部分を検討すべきではないか。 

 

②意見として

承ります 

 

 

少子高齢化と人口減少

が進展する現状での議

員増員は市民の皆様の

理解は得られない、議

員の退職金や議員年金

は地方自治法等での規

定がないので条例化し

て支給することは難し

いと考えます。 

  



17 

 

その他 

 

〇議員としての活動を充実するため

に、政務活動費を大幅に増額した方

がよいのではないでしょうか。 

〇議会の中で定数・報酬の議論が始

まっていることを知らない市民がい

る中で議論が進んでいたことに納得

できない。せめて中間報告をする前

に市民の声を聞く機会を持たなかっ

たのか説明がほしい。 

 

②意見として

承ります 

 

 

政務活動費は使途が定

められております。今

回は議員の生活給的な

報酬を検討することを

主眼としましたので政

務活動費の検討はして

いません。 

・中間報告書案がない

と議論が進まないとの

考えです。 

 

 

 

18 定数 

 

議会の役割は市政をチェックするこ

とが大きな役割だと思っています。

議員が減ることで市政のチェック機

能がおろそかになったり、市民の声

を議会として受け止め、そして市政

に反映できるか心配です。 

 

 

 

②意見として

承ります 

 

当委員会でも議員の削

減は避けたいとの考え

ですが、人口減少等を

考慮すると避けられな

いとの思いです。 

 

19 その他 

 

小諸市議会は前々回は無投票であ

り、前回は定数を上回り選挙となり

ましたが、議員報酬が増えたわけで

はありません。立候補するに至った

思いを議会として把握したのでしょ

うか。 

市民により身近に感じてもらえる議

会にしていかなくてはいけないとい

うことを無投票時に話し合ったと思

いますが、そういう点について議会

からの発信が届いていないと感じま

す。 

 

 

②意見として

承ります 

 

 

無投票選挙から議会と

して令和元年 7 月の議

会と語る会において無

投票について市民の皆

様と意見交換を行って

います。 

その内容等については

議会だよりでお知らせ

しました。 



20 その他 

 

信濃毎日新聞紙上では「報酬が低

い」ことがイコール議員のなり手不

足ということが書かれていました

が、議会という存在が市民から離れ

たものになってしまったことの方が

大きいと思えます。議員がもっと情

報を市民に発信するための政務活動

費の増額を実施してはどうか。 

 

②意見として

承ります 

 

 

報酬が高ければ、なり

手不足が解消できると

は考えませんが、考察

が必要と考えます。 

政務活動費は使途が定

められております。今

回は議員の生活給的な

報酬を主眼としたので

政務活動費の検討はし

ていません。 

 

 

21 定数 

 

議員定数の削減の根拠として小諸市

と同規模人口の自治体との比較が数

値として示されました。人口規模だ

けでなく、財政状況や予算規模、議

会費の割合はどうか知りたいです。 

②意見として

承ります 

 

 

平均値を参考としまし

たが、財政、面積、学

校数等も含めて比較し

た結果ですが、最終報

告書には提示します。 

 

 

22 

 

その他 

 

年明けには最終報告書を出さないと

いけないということですが、拙速に

議論を進めず、市民の声を聞きなが

ら進めてほしい。議員の退職金や年

金の在り方についても必要であれば

国へも意見書をあげるなどの方法を

考えてほしい。 

②意見として

承ります 

 

 

 

市民の皆様の意見聴取

としてアンケート、意

見交換会、パブリック

コメントを実施してい

ます。厚生年金への地

方議会議員の加入を求

める意見書を提出して

いますが、退職金は地

方自治法での規定がな

いので条例化は難しい

と考えます。 

 

 

※いただいたご意見は要約し概要として掲載しています。 


